


Ⅲ.申請事業

入力数 294 字

入力数 166 字

Ⅳ.実行団体の募集

Ⅴ.事業実施体制

Ⅵ.関連する主な実績

②その他、助成金等の分配の実績

(1)申請事業の概要

③高齢者福祉NPO等/地域福祉の充実、高齢者の孤立防止、高齢者の健康づくり等を行う団体の経営改善、事業改善、感染症対策の徹底に向けた備品の整備、職員研修 等 ③ 2020年8月～2021年8月

④子ども・若者・家庭支援NPO等/子どもやシングルマザー等の孤立防止、貧困家庭支援、子ども食堂等支援、DV・児童虐待防止や対応、学びや体験機会提供、大学生のくらし支援

生き辛さを抱えた若者（引きこもり等）の居場所づくりや就労支援 等

④ 2020年8月～2021年8月

⑤地縁系NPO等/地域住民の孤立防止、地域の見守り活動、地域行事の実施 等 ⑤ 2020年8月～2021年8月

事前調査から設定した5つのテーマから、各県が状況に応じて実施するテーマを1～3程度選択し、県単位で公募を行う。このことにより広域性（中国5県をカバー）と地域性（地域ニーズへの対応）

を兼ねた緊急支援を実現する。各県で設定したテーマに取り組む実行団体の活動に対して助成を行い、困難な状況にある人を支援する『活動支援』と、アウトカム達成に向けたボトルネックを明ら

かにする組織診断を通じた実行団体の組織基盤強化を行う『団体支援』を同時に行う。『活動支援』と『団体支援』の両輪で取り組むことにより、第2波、第3波のコロナ禍を乗り越え、アフターコ

ロナにも対応できる民間公益活動の担い手の誕生を目指す。

(2)活動(資金支援)（実行団体の活動想定） 時期

①就労施設等/障がい者の孤立防止、就労施設の仕事増加、就労施設の新たなビジネスモデル構築 等 ① 2020年8月～2021年8月

②国際協力、交流NPO・NGO等/外国人の孤立防止、外国人の就労に向けた職業訓練、外国人の就労支援 等 ② 2020年8月～2021年8月

(3)活動（資金分配団体による伴走支援） 時期

①事前評価、事後評価の実施についての支援

②月１回の実施状況の確認と事業実施に関する助言等

③事業の実施状況・取り組み事例の共有に資する情報公開等

④実行団体の組織診断（団体の組織基盤や事業の状況を分析し、事業実施のボトルネックを明らかにする）

① 2020年8月、2021年8月

② 2020年8月～2021年8月

③ 2020年8月～2021年8月

④ 2020年8月～2020年12月

(4)今回の事業実行を通じた目標 実施・到達状況の目安とする指標 把握方法 目標値/目標状態 目標達成時期

※詳細は別紙をご参照ください。

【当コンソとしての目標】

コロナ禍において困難な状況にある人を支援するとともに、

第2波、第3波のコロナ禍を乗り越え、アフターコロナにも対

応できる民間公益活動の担い手の誕生を目指す。

①困難な状況にある人への活動支援（提案

事業）を計画通りに実施できたか。

②本事業終了時以降の活動についての見通

しを持つことができたか。

①事後評価による把握

②実行団体へのヒアリング

①活動支援（提案事業）の評価指標の達成

率。それらがすべて達成できている。

②新ビジョンや中長期計画等を作成するこ

とができている。または、作成に向けた計

画ができている。

①2021年8月（計画の

最終月）

②2021年8月（計画の

最終月）

(3)申請数確保に向けた工夫

構成団体の通常業務の中で、コロナ禍における地域のニーズ調査や全国の中間支援組織が参加するCIS（新型コロナウイルスNPO支援組織社会連帯）等への参加を通じて、様々な問

題・課題、ニーズを収集しています。その情報を基に、テーマを設定するなど案件形成を進めているため、助成事業が実施されるのであれば申請したいという団体がすでに一定数存在

します。また構成団体がそれぞれ持つHP、SNS、メーリスなどを最大限活用します。

(4)予定する審査方法

 (審査スケジュール、審査

構成、留意点等）

①審査スケジュール：2020年8月下旬ごろ

②審査構成：原則外部有識者とし、4名程度を想定。スピード感を重視するため、審査委員確保や日程調整が難しい場合は、利益相反に十分に留意した上で、過半数を超

えない範囲で当コンソ構成団体役員・職員から専門的知見を持った人材を審査委員として参加させる。

(1)メンバー構成と各メンバーの役割
代表団体：ひろしまNPOセンター…広島エリアの案件形成・伴走支援、全体事務

構成団体：担当エリアの案件形成・伴走支援

(5)事業実施後（1年後）以降に目標とする状態

【困難な状況にある人】コロナ禍以前と同じ水準まで状況が改善していることを前提に、コロナ禍以前から抱える問題の解決に道筋が見えている。

【実行団体】第2波、第3波のコロナ禍を乗り越え、アフターコロナの社会に対応した新たなビジョンや活動モデルを確立し、自立可能な民間公益活動の担い手となって社会問題の解決に向けた取り

組みを実施している。

(1)採択予定実行団体数 全体で20～30団体程度（各県4～6団体程度） (２) １実行団体当たり助成金額 100～500万円程度

本申請事業について、コロナウイルス感染症に係る助成金や寄付等を受け助成金等を分配している(予定も含む） 有 無
有の場合

その詳細

本申請事業について、国又は地方公共団体から補助金又は貸付金（ふるさと納税を財源とする資金提供を含む）

を受けていない。
無 ※有の場合、選定の対象外となります（公募要領：助成方針参照）

(2)他団体との連携体制
CIS（新型コロナウイルスNPO支援組織社会連帯）、全国コミュニティ財団協会

行政、社会福祉協議会 等

(3)想定されるリスクと管理体制
事業実施のリスクおよび感染症等のリスクについては、リスク管理規程に沿って、防止及び損失の最小化を図るものとします。また、感染症対策については各自治体の方針を遵守します。

想定されるリスク：実行団体の応募や実行団体への資金分配額が想定と異なる、実行団体に対する助成金の活用と事業の適正判断、実行団体とのトラブル 等

(1)休眠預金以外の助成・補助金活用の有無

①コロナウイルス感染症に係る事業

(2)申請事業に関連する調査研究、連携、マッチング、伴走支援の実績、事業事例等の実績

①コンソ実績：2019年度休眠預金事業 資金分配団体

②構成団体実績：鳥取：NPO法人経営実態調査 等、島根：社会貢献活動促進事業 等、岡山：岡山県ボランティア・NPO活動支援センター運営 等、広島：地域の課題解決に向けたSDGs人材研

修業務 等、山口：やまぐち県民活動支援センター管理運営事業 等

本申請事業以外の事業について、コロナウイルス感染症に係る助成金や寄付等を受け助成金等を分配している(予

定も含む）
有 無

有の場合

その詳細

47コロナ基金（全国のコミュニティ財団と

連携したファンドレイジング）等

①コンソ実績：2019年度休眠預金事業 資金分配団体

②構成団体実績：鳥取：企業連携寄付配分事業（中国労働金庫、山陰合同銀行、あいおいニッセイ同和損保等）等、島根：地域づくり活動助成事業 等、岡山：みんなでつくる財団おかやま連携

等、広島：平成30年7月豪雨災害ひろしま復興支援基金 等、山口：企業連携寄付配分事業（中国労働金庫等）等


